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論文審査の要旨（2000 字程度） 

テキスト分類問題の 1 種である 1 クラステキスト分類は，特定のクラスの正例のみでモデルを学習
する．正例は入手可能だが，負例を同時に入手するのが困難であるタスクは多く，そのような場合に 1
クラステキスト分類は有効である．本論文は「One-class Text Classification with Neural Networks」
と題し，英文全 5章より構成されている． 

第１章「Introduction」ではまず，1クラステキスト分類問題の定義，研究の歴史，手法の種類につ
いて説明している．また，本論文では，1クラステキスト分類問題に対するニューラルネットワークを
用いた手法に焦点を当てることを述べている．そして，ブートストラップ法に基づく意味知識獲得が，
少量の目標クラスのデータを種として目標クラスのデータを漸次的に学習していくタスクであること
から，1 クラステキスト分類問題として解けることを説明し，ニューラルネットワークを用いてブート
ストラップ法の各プロセスをどのように改良するかが本研究で解くべき 1 つ目の課題であることを述
べている．また，目標クラスのデータのより良い記述を構築するため，ニューラルネットワークを用
いた 1 クラステキスト分類手法である，deep Support Vector Data Description (deep SVDD)を多峰
型に拡張することが本研究で解くべき 2つ目の課題であることを述べている． 

第 2 章「Related Work」では，1クラステキスト分類,  ブートストラップ法の先行研究について説
明している． 
 第 3 章「AutoEncoder Guided Bootstrapping of Semantic Lexicon」ではまず，ブートストラップ
法の 1つである Basiliskについて説明している．そして，Basiliskを元にしたブートストラップ法の
枠組みが 1 クラステキスト分類問題の 1 種として定式化できることを述べ，その学習サイクルに対す
る教示を与えるため AutoEncoderを導入する提案手法について述べている． 最後に，AutoEncoderを
教示として用いて意味知識をブートストラップする提案手法が意味知識獲得の性能を全体的に向上で
きることを実験的に示している． 
 第 4章「One-class Text Classification with Multi-modal Deep Support Vector Data Description」
では，提案する multi-modal deep Support Vector Data Description (mSVDD)の枠組みをまず述べ，
複数の超平面を用いてどのように目標クラスのデータを記述するかを説明している．また，いくつか
の命題を証明し，mSVDD と，ニューラルネットワークを元にした，いくつかの 1クラステキスト分類モ
デルの関係を明らかにしている．さらに，1 クラステキスト分類では入手が困難とされる負例を疑似的
に mSVDD に教示する手法についても述べている．最後に，mSVDD が単峰型の deep SVDD よりも性能的
に優れており，提案する疑似的な負例の教示手法を用いることにより，さらに性能を向上させること
ができることを実験的に示している． 
第 5 章「Conclusion」では，本研究の結論と今後の課題を説明している．今後の課題では，本論文

で取り組んでいないものの，残された重要な課題を述べている． 
以上を要するに，本論文は，ニューラルネットワークに基づく 1 クラステキスト分類モデルを高度化
するとともに，意味知識獲得タスクを 1 クラステキスト分類問題として初めて定式化した上で，提案
手法の有効性を検証しており，工学上貢献するところが大きい．よって博士（工学）の学位を授与す
るに十分な価値を持つものと認められる． 
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